七代目小川治兵衛
七代目小川治兵衛（1860〜1933）は、明治時代（1868〜1912）の最も著名な作庭家の一人です。彼は水と石を使った作庭で有名で、近代的な日本庭園の先駆者と考えられています。彼は、ここ平安神宮にある四つの庭園のうち三つを手がけました：1895年に西神苑（西庭園）、同年に中神苑（中庭園）、そして1916年に東神苑（東庭園）。
これらの庭園は明るく開放的で、琵琶湖疎水から引かれた水で作られた大きな池を有しています。琵琶湖疎水は、10Km離れた場所から京都の東側に水を引くため1890年に建設されました。
七代目小川治兵衛は、1897年に、中神苑と西神苑を繋ぐ小川を作りました。小川に並べられた石は、自然な流れの感覚を与えるために細心の注意を払って配置されています。小川に沿った小道は、水の流れに逆らって進むようになっており、これは、急がずにとゆったりとしたペースで周囲を楽しんでもらえるよう意図的に設計されたものです。
神苑内で見られる、加工石を探してみてください。橋やその他の建造物から石を再利用するのが七代目小川治兵衛のトレードマークであり、これは彼が設計した多くの庭園に見ることができます。

